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岩手医科大学歯学会第12回総会抄録

日時：昭和61年11月29日（土）午前9時25分

会場：岩手医科大学歯学部講堂

演題1．ユージノールによるレジンの硬化阻害

○佐藤　　聖，西山恵美子，佐々木　順，

　久保田　稔

岩手医科大学歯学部保存学第一講座

の面もガラス圧接面，リン酸セメント接触面と比較

し粗れた面となっていた。

演題2．根管治療器具の破折に関する研究

　その1．廃棄されたエンジンリーマーのマクロ的

　　　　観察

〔目的〕酸化亜鉛ユージノールセメントのMMA系

レンジと光重合レジンに対する影響を硬さおよび走

査電顕により検討しレジン下の裏層材としての可能

性を探ることにある。

〔実験材料ならびに方法〕セメントは酸化亜鉛ユージ

ノールセメント（ユージダイン）をレジンはMMA

系レジン（ユニファスト），光重合レジン（オクラシ

ン）を用いた。ユージノールセメントをアクリルモー

ルドに墳塞し37度恒温水中に1日，3日および7日

保管し，その後，表層を削除し，アクリルモールド

を重ねレジンを積層充墳した。接触時間は37度の恒

温水中で60分，1日，1週間とした。ヌープ硬さは

荷重50g，荷重時間15秒で測定した。測定後，セメン

トはユージノールセメント溶解液あるいは10％の硝

酸水溶液にて洗いレジン面をSEM観察した。

〔実験結果〕

1．硬さ測定によりMMA系レジンへのユージノー

ルの影響は総ての条件において認めたが光重合レジ

ンにおいては認められなかった。

2．MMA系レジンではユージノール練和からレジ

ン積層までの期間は，レジン重合阻害層の厚さに影

響する。

3．MMA系レジンではユージノール練和からの時

間，及び接触後の時間が経過すると重合阻止層は減

少する。しかし，重合阻止層がなくなることはなかっ

た。

4．MMA系レジンに接したユージノールセメント

面は軟化する。

5．ユージノールセメントと接触したレジン面は電

顕観察により，MMA系レジンではポリマーを認め，

非常に粗れた面となっていた。光重合レジンでは表

面全体にわたりフィラーの露出が認められ，いずれ

○中嶋和郎，小原雅彦，久保田稔

岩手医科大学歯学部保存学第一講座

〔目的〕根管治療器具の破折は臨床の場においてし

ばしば経験するが，中でもエンジン用の根管治療器

具は，根尖部での穿孔や破折を生じやすいと言われ

ている。しかし最近では，本邦においてもエンジン

用根管器具の見直しがなされっっある。

　このような状況下で，廃棄されたエンジン用リー

マーの破損状態を検索する事は大いに意味のある事

で，安全な根管治療を行うための器具の改良と，正

しい使用法の確立の一助になるものと考え，今回の

研究を行った。

〔材料ならびに方法〕岩手県の約10名の開業医で廃

棄されたエンジン用リーマー51本を号数別に分類し，

破損の状態，破断した部位を，万能投影機および金

属顕微鏡にて，マクロ的に観察した。リーマーは，

ボイテルロック34本，ジッペラー17本であったが，

両者は同一製造業者の製品で単に商品形態のみが異

なるものであり，今回は，同一製品として検討した。

〔結果〕

1：廃棄されたリーマーに破断の占める割合は，51

例中42例82％で最も多い。その他は，刃のめくれと

曲がりによるものであった。

2：破断状態は，逆ねじを伴う型と僅かな延びを伴

う型の2種類に分類された。

3：僅かな延びを認め破断していた症例は35例，逆

ねじを形成した物7例で，このうち1例は，スプリ

ンターリング状の破壊を伴っていた。

4：破断は，刃先端から2～3mmの所にリーマー

長軸にほぼ直角に生じていた。
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5：破断に伴う変形は，破断部から約1～2mmの

範囲で，刃部全体には及ばない。

6：逆ねじを生じ破断した症例は，ねじきりせん断

により破壊したと推察される。

7：僅かな延びを生じ破断した症例の破断のメカニ

ズムは，明らかにできなかった。

演題3．根管治療用器具の破折に関する研究

　その2．廃棄されたエンジンリーマーのミクロ的

　　　　観察

○久保田　稔，中嶋　和郎，小原　雅彦

岩手医科大学歯学部保存学第一講座

〔目的〕材料の破断面には破壊の進行を示す特徴的

模様が残され，これにより破壊機構や破壊原因に関

する重要な情報が得られる。この様な事から本研究

においては走査電顕によりエンジンリーマー破断部

を観察し，その破断原因の追及を試みた。

〔実験材料〕開業医で使用後廃棄されたエンジン用

リーマー51本中の破断42本を走査電顕で詳細に観察

した。

〔実験結果〕

1．亀裂は42例中の22例（43％）に認あられた。

2．亀裂は破断部近傍に多く，刃の角を起点とし内

部に進行していた。

3．亀裂形態は幅の狭いものと広い物の2種類存在

し，刃部に僅かな延びを認めた症例に幅の狭い亀裂，

逆ねじを形成した症例には広い幅の亀裂を認めた。

4．幅の狭い亀裂においては，リーマー表面に塑性

変形を認めたが，狭い亀裂においては認められない。

5．破断面形態は2型に分けられた。

6．一型はリーマー刃部の4つの角を起点とし扇型

に広がり平滑に見える部分と，菱形の中央部を占め

る粗造部から成る。詳細に観察すると扇形の部分に

疲労破壊を意味する規則的な円弧状の横縞模様（ス

トライエーション）とこれに直交する刃角を起点と

し放射状に広がる縦縞模様（プラトー）を認めた。

中央部の粗造部には延性破壊を示す等軸デンプルを

認あた。

7．二型はねじきりせん断に基ずく軸中央を中心と

する同心円の模様を認め，中央部の限られた円形領

域には等軸ディンプル（equiaxed　dimple）を，外

側部に伸長形ディンプル（elongated　dimple）を

認めた。
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　以上の事から，リマーの破断にはねじきりせん断

による延性破壊と疲労破壊の2種類が存在する事が

明かと成った。

演題4．紅参のChemieal　modulatorとしての作

　　　　用の検討

○高橋　栄司，伊藤　忠信＊

岩手医科大学歯学部内科学

岩手医科大学歯学部歯科薬理学講座享

　紅参は，臨床的に，四肢冷感の改善に著効を示す

ことから，末梢血管作用のあることは十分推察され

る。しかし，前回報告した如く，血管拡張に伴うべ

き循環動態，特に血圧，脈拍に，紅参は何ら影響を

及ぼさないことを認めている。にもかかわらず，紅

参投与群で，血中および副腎内カテコールアミン含

量が，投与群に比例して，著明に増加していた。こ

の一見矛盾の如くみえる機序を解明すべく，血管拡

張物質としての降圧剤，ヒドララジンとの比較にお

いて，紅参の薬理作用の1っの特性を検討したので

報告する。

　S．D雄性ラット（6週齢）を用い，紅参未投与群

8例，ヒドララジン投与群7例，対象群9例とした。

投与量は，紅参100mg，ヒドララジン2mgとし，

血圧・脈拍を測定しながら，9日間経口投与し，血

中および副腎内カテコールアミンを測定した。

〔結果〕

1．血圧は，紅参投与群に比し，ヒドララジン投与

群で有意に低下した。

2．血中ノルアドレナリンおよびアドレナリン含量

は，紅参投与群で有意に増加し，ヒドララジン投与

群では有意に低下した。

3．副腎内ノルアドレナリンおよびアドレナリン含

量も，紅参投与群で有意に増加し，ヒドララジン投

与群では有意に低下した。

4．T、，　T、は両群において差異はなかった。

　以上の結果より，ヒドララジンは，交感神経およ

び副腎髄質内カテコールアミンを減少させ，その結

果，血管拡張し，降圧作用を発揮するものと考えら

れる。これに対して，紅参には，血管を拡張させる

因子と，カテコールアミン生合成も促進させる因子

が共存し，互いに作用し合って，血圧を調節してい

る可能性があることを示している。


